
ナンキンハゼに含まれる有毒・アレルギー物質
の調査結果（報告）
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１．シカの不嗜好性に関する研究

➀植物および群落に及ぼすシカの影響: 高槻成紀
（1989、日本生態学会誌）

化学的防衛
化学的防衛は植物体内、ことに葉に二次合成物質を含ん

でいるために不快な味や匂いを有することにより草食動物
の採食を免れる防衛である。これらの合成物質は、かつて
は不要な産物と考えられていたが、採食を回避するための
必要な産物であるという指摘がなされるようになった。こ
れらは本来哺乳類よりも昆虫に対する適応であるから、こ
の分野からの研究が多く、哺乳類と植物との関係を考える
上でも参考になるものがある。

物理的防衛
物理的防衛とは植物体の表面の質や形態を変えることに

より草食獣の採食を免れる戦略で、トゲにその典型が見ら
れる。ウシに採食される個体のトゲは対照個体のそれより
も大きくて鋭いことを示した。同様にタラノキに近縁な
Aratia spinesaは傷つけられるとトゲの密度、長さともに
増加するという。また、スーダンのAcaciaraddianaはヤギ 
に採食された個体ほどトゲのある枝を出すという。セイヨ
ウヒイラギは、採食をよく受ける低い部分の枝にはトゲが
多いが、上部ではほとんど全縁になるという。イラクサに
近縁なヨーロッパのUrticadieicaは、イラクサ同様トゲが
あるためアナウサギやヒツジが食べないことが知られてい
るが、これらの場合トゲがあるだけでなく、これが動物体
に刺さると刺細胞がささって、ここから化学物質が体内に
注入され、痛みが残る。つまりイラクサは物理・化学両方
の防衛をしているといえる。またトゲではないが、堅く鋭
い針葉を持つマツ類やカヤなども嗜好性は低いから、採食
に防御的効果があるようだ。

②草食獣の採食から身を守るための植物の化学的防御
: 福田 栄紀 （1998、農林水産技術研究ジャーナル）

蛋白質等の消化を阻害する量的防御物質として考えられ
てきたタンニンは、当初その質より量が重要な意味を持つ
と考えられてきた。しかし、タンニンが消化器官内で低分
子化し、それにより毒性を発揮するようになること、例え
ば加水分解型タンニンが消化器官の上皮組織に潰瘍や壊死
を引き起こしたり、あるいはタンニン誘導物質が動物に情
動的な不快感をもたらす可能性も指摘されるようになって
きた。

ヌルデというウルシ科の樹が非常に特異な防御特性を持
つことが分かった。（中略）ヌルデは、他の樹種と異なり、
発芽以来5年間は一向に食べられなかった。（中略）ところ
が樹高2mを越え出した6年目に入ると牛は突然、ヌルデを食
べ始めた。（中略）タンニンのヌルデ樹葉中の含量を調べ
た。（中略）樹高が低くて牛が食べない葉のタンニン含量
は７～9％、樹高が高くて牛が食べるヌルデのそれは4％台
であった。
（中略）ヌルデは、パ
イオニア樹種にもかか
わらず大量の防御物質
を産出し、（中略）シ
カやカモシカなどから
身を守るために樹高の
伸長に伴う可変的な防
御戦略を、（中略）身
につけたのかも知れな
い。
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１．シカの不嗜好性に関する研究

③日本におけるニホンジカの採食植物・不嗜好性植物リス
ト：橋本佳延・藤木大介 （2014、人と自然）

日本におけるニホンジカの採食植物および不嗜好性植物に
ついて既存文献を元に一覧表を作成した。

不嗜好性植物として判定した文献が多かった種はアセビ、
イヌガシ、イワヒメワラビ、シキミ、ホウロクイチゴ、ナン
キンハゼ、マツカゼソウ、サンショウ、ウラジロ、イズセン
リョウ、コシダ、ジャケツイバラ、ダンドボロギクであった。

※加筆：下線部は奈良公園で見られる植物種を示す。

⑤シカと植生のアンケート
調査（2018～2019）報告

：地域の植生と生物多様性
保全研究グループ

（2020、自然保護助成基金
助成成果報告書）

不嗜好植物として頻度の
高いアセビ、イワヒメワラ
ビ、マツカゼソウ、ナチシ
ダはこれまでも不嗜好植物
としてリストされている種
と同様の傾向を示した。

④生態系保全とニホンジカによる食害への対応からみた地域
性種苗緑化の優位性:中島敦司 （2018、日本緑化工学会誌）

ニホンジカが嫌う植物のリストアップがはじまっている。
（中略）多くの在来種が不嗜好性を示す可能性が高いと判定
されたことでは共通している。

日本で畜産が普及しはじめた 1960年代以降、イネ科のス
スキやチカラシバなどの在来植物を駆除し、外来牧草に草地
転換する研究がみられた。これは、餌資源としての栄養化の
ことだけでなく、家畜のウシが在来種を不嗜好することとも
関係していた。
なお、ウシがススキやチカラシバを不嗜好する理由のひと

つとして、ケイ酸を多く含有するために餌としては硬く、鋭
くて食べにくいことが関係するとみられる。
生態系保全、生物多様性緑化として期待されている地域性

種苗緑化は、その一方でシカの食害に対抗する工法でもある
と指摘できる。



２．ナンキンハゼに含まれる物質に関する研究
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２．ナンキンハゼに含まれる物質に関する研究

⑥新薬和漢薬物便覧・加除自在：日本衛生法令学会編（1934）

「烏臼（ウキウ）」

別 名 「ナンキンハゼ」。
母植物 暖地に産する大戟科の植物「ナンキンハゼ」なり。
薬用部 根皮。種子より得たる烏臼脂。
形 態 根皮は灰褐色、種子は小豆大で味は甘く清涼である。
効 用 根皮：利尿剤、瀉下剤 脂肪油：腫物及び皮膚病
用法･用量 1日 ６～20グラム 煎剤

⑦フウロソウ属およびトウダイグサ科植物からGeraniinの単
離：奥田拓男・他 （1979、薬学雑誌）

ゲンノショウコ（ゲラニウム属）のタンニンの大部分がゲ
ラニイン(geraniin)からなることを著者らは報告した。（中
略）そこで、今回ゲラニウム属植物に引き続いて、「烏臼
（ウキウ）」の名で根皮、葉などが薬用にされ、皮膚病薬等
に効用が見られるナンキンハゼのタンニンについても検討し
た。

ナンキンハゼについても、新鮮な根皮を実験の部に記した
方法で抽出処理して、ゲラニイン(geraniin)を得た。

⑧醫學中央雜誌：医学中央雑誌刊行会（1980） 384-362

Geranium属植物であるアメリカフウロ、ミツバフウロ、ホ
コガタフウロ、イチゲフウロ、コフウロ、ビッチュウフウロ
およびEuphorbiaceae植物であるナンキンハゼからゲラニイン
(geraniin)を単離した。

⑨園芸活動において注意すべき有毒植物について：土橋豊
（2014、甲子園短期大学紀要）

要旨：
マバリーの分類体系により整理した結果、日本で栽培され

る有毒植物として83科、193属、298分類群が抽出できた。最
も有毒植物を多く含む科は、属数ではマメ科で14属、分類群
数ではナス科とキンポウゲ科において21分類群であった。こ
れらの中には食用植物34種が含まれていた。本報告は、市民
園芸、園芸療法、園芸福祉、園芸教育における園芸活動にお
いて、有毒植物による事故軽減のための基礎的情報となると
考えられる。

日本における中毒に関する専門機関である日本中毒情報セ
ンターでは保健師・薬剤師・看護師向け中毒情報データベー
スをウェブサイト上（保健師・薬剤師・看護師向け中毒情報
データベース，http://www.j-poison-
ic.or.jp/homepage.nsf/, 2013年11月3日）で公開しており、
青梅、ギンナン、シキミ、ジャガイモ、シュウ酸塩（可溶
性）を含む植物、シュウ酸塩（不溶性）を含む植物、トリカ
ブト、バイケイソウ、ヒガンバナ科植物、抗コリン作用植物、
ジギタリス、トウダイグサ科植物、有毒な木の実・草の実、
無毒の植物の項目が示されるのみで、年報としての公開はし
ていない。



7

２．ナンキンハゼに含まれる物質に関する研究

⑩植物資源中の被食防御物質タンニンの分布：哺乳類のタンニン摂取の潜在的可能性について：大森鑑能・他
（2023、哺乳類科学）

渋みの主成分であるタンニンは水溶性ポリフェノールのうち、タンパク質と結合し強固な複合体を形成する（収斂性）成分
の総称であり、イネ科草本を除いて植物界に広く分布しているとされている。哺乳類は一度に大量のタンニンを摂取すると、
タンパク質の消化率が低下するほか、タンニンが消化管内壁に作用することで消化管の炎症や壊死を引き起こし、また一部の
タンニンの分解産物は吸収され腎臓などの機能不全を引き起こす結果、最悪の場合死亡するケースもある。そのため、タンニ
ンは遅効性の消化阻害物質としてだけでなく、急性毒性を持つ化学物質として認識されるようになり、タンニンを含む植物の
食物資源としての価値を再評価する必要性があることが指摘されている。

本研究では生態学的な観点からタンニンの分布を明らかにするために、タンパク質に対する結合性を利用した方法を用いて
植物界のタンニンの分布を広く調査するとともに、植物種ごとに中大型哺乳類の採食記録の有無も併せて整理したのでここに
報告する。

117 科 349 種の植物組織を分析した結果、49.9％に当たる 174 種からタンニンが検出された（表）。本研究で分析した植
物のうち、最もタンニンによる収斂性が強かったのは、ゲンノショウコの 72.6 mg TAE/g DMを筆頭に、ヌルデの虫こぶ 68.7 
mg TAE/ g DM、 キブシの果実・種子 55.6 mg TAE/g DM、 ヤシャブシの葉 51.0 mg TAE/g DM などこれまで人が生薬や染料の
原料としてタンニンを利用してきた植物でタンニンによる収斂性が強かった。

※ナンキンハゼのタンニンの値45.5mg TAE/g DMは、ヤシャブシの葉に次ぐ349種中5番目の高さである。



３．参考資料
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３．参考資料

【参考資料１】エラジタンニン
●エラジタンニンとは

加水分解型タンニンの一つで、酸分解でエラグ酸を生じ、タンニ
ンの性質をもつもの。エラジタンニンは、特定の植物種に特有の形
で存在し、その機能や用途に応じて医薬品や食品、化粧品分野で広
く利用されています。

●エラジタンニンの一般的な特徴

加水分解性：酸や酵素によって分解され、エラジ酸を生成。

抗酸化作用：エラジ酸がフリーラジカルを抑制し、細胞を保護。

抗菌・抗ウイルス作用：細菌やウイルスに対する阻害効果。

抗炎症効果: 炎症性疾患への効果が研究されている。

食品・飲料への関与:
ワインやウィスキーの熟成において、オーク樽由来のエラジ

タンニンが重要。ザクロやベリー類に豊富に含まれ、健康食品
として注目。

【参考資料２－１】 化学物質のGHS分類
ＧＨＳ（Globally Harmonized System）分類は、化学物質や製品

の安全性情報を統一的に伝達するための国際的な基準で、化学物質
の危険性や取り扱い方法を識別し、それに基づいて安全な取り扱い
や輸送、廃棄方法を確立するためのものである。

ＧＨＳ分類は、判定基準によって、物質および混合物を、健康、
環境、および物理化学的危険有害性に応じて分類するものであるが、
同じ化学物質であっても、その製品の形態や濃度、その他の要因に

よってＧＨＳ区分が異なることがある。

【参考資料２－２】 生薬メーカーサイトに記載されたゲラ
ニイン製品の品質表化学物質のGHS分類

【参考資料２－３】 研究用試薬等の販売会社サイトに記載
されたゲラニイン製品の危険有害性表示

ポリフェノール

イソフラボン アントシアニンタンニン リグナン・他

エラジタンニンガロタンニン チェブルタンニン・他

ゲラニインテルフラビン カスアリニン・他



４．現場作業員へのヒアリング結果･他
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４．現場作業員へのヒアリング・他

ヒアリング対象者

対象者 奈良公園事務所の植物管理担当者
ヒアリング数 13名
年齢・性別 40歳代～60歳代 男性
管理経験 ナンキンハゼ管理の経験あり

発症者 13名のうち10名 （約77％）

症状の概要（発症者10名について）

発生頻度 何度も発症 8名（80％）、1度だけ 2名

発症部位 眼8、鼻6、口唇2、のど2、手１

症 状 痒み5、鼻水5、痛み4、涙3、腫れ1、患部熱感1

回復日数 翌日まで4、当日3、3～4日１、1週間１

作業の概要（発症者10名について）

作業内容 剪定・刈払い6、伐採5、材運搬１

作業月 10～11月6、5～7月3、8～9月3、12～4月1

作業場所 若草山の草地8、平坦部2、山地樹林1

作業装備 バイザー付きヘルメット8、

マスク／手ぬぐい7、防塵ゴーグル5

手袋7、素手1

令和5年度調査者のアレルギー発症

日   時 令和5年7月12日
時 間 帯 午前10時00分～午前10時50分
作業内容  草地のナンキンハゼ刈払・計測

発症者  調査者2名のうち1名

症 状  作業時に鼻水・涙、後に目の痛み

診 断

・急性アレルギー症状と診断された。

・治療として抗アレルギー薬「アレジオン点眼
液」を処方した。その後、徐々に痛みが低減し、
翌朝には回復した。

担当眼科医のコメント

・樹液等が手やタオルに着いて間接的に目や鼻に
入ったとは考えにくい。

・揮発性物質か浮遊物質が、眼あるいは鼻から
入った可能性がある。目と鼻は症状が連動する
ので、どちらから入ったかは分からない。

・この作業を行う場合、花粉対策眼鏡、防塵ゴー
グル、マスク等を着用した方が良い。万一に備
えて、人工涙液型点眼剤（商品名サンティア）
を携行し、違和感生じたら点眼して洗い流す。



５．まとめ
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５．まとめ

ナンキンハゼに含まれるアレルギー物質について

文献調査の結果、ナンキンハゼには、草食動物の採食
から防御するための物質としてタンニンが非常に多く含
まれており（文献⑩）、そのタンニンは加水分解型タン
ニンの一つであるゲラニイン(geraniin)であることが明
らかにされている（文献⑥、⑦、⑧） 。

ゲラニインは、ナンキンハゼの他に、生薬として知ら
れるゲンノショウコなどのゲラニウム属の植物に多く含
まれている。研究によるとナンキンハゼにおいては根皮
や葉にゲラニインが含まれていることが分かっている
（文献⑥、⑦、⑩） 。

ゲラニインは、和漢生薬として利尿剤や瀉下剤に用い
られるとした文献が見られ、現在も生薬や研究材料とし
てメーカーが製造しているものと思われる。（参考資料
２－２，２－３）

植物管理作業及び公園利用者への対応（案）

現場作業員へのヒアリング調査の結果から、ナンキンハゼ
を伐採したり剪定したりすると、ナンキンハゼのアレルギー
物質が目や鼻の粘膜に接触し、痒みや痛み、腫れなどのアレ
ルギー症状を引き起こすと考えられる。また、ナンキンハゼ
の材にもアレルギー物質が含まれている可能性があると考え
られる。

この点を踏まえ、植物管理作業者及び公園利用者への対応
として、以下の配慮が必要と考えられる。

１．植物管理作業者への配慮（案）
ナンキンハゼ管理の際に引き起こされるアレルギーにつ

いては、参考となる文献が複数確認できたものの、ナンキ
ンハゼの伐採や剪定等の作業の際にアレルギー物質がどの
様に発生するのか、またその物質がゲラニインであるのか
などは特定できていない。よって、これら不明点が明らか
となり対策が確実となるまでは、ナンキンハゼに関する植
物管理の作業は低減に努め、やむを得ず作業を行う際には、
できる限りの安全対策を講じるなど、慎重な対応を行う。
・作業の際には必ず花粉対策眼鏡、防塵ゴーグル、マス
ク等を着用する。

・作業はできる限り、落葉期に実施する。

２．公園利用者への配慮（案）
これまで公園利用者のナンキンハゼに起因するアレル

ギーの報告は見当たらないが、念のためナンキンハゼの伐
採や剪定等の作業の際には、公園利用者が近くに滞在する
ことのないように注意する。なお、ナンキンハゼを植物廃
材等は、公園利用者に触れないようにする。

シカの不嗜好性について

文献調査の結果、ナンキンハゼがシカの不嗜好性を有
している要因は、加水分解型タンニンの一つであるゲラ
ニイン(geraniin)であると考えられる。加水分解型タン
ニンは、消化器官の上皮組織に潰瘍や壊死を引き起こし
たり、あるいはタンニン誘導物質が動物に情動的な不快
感をもたらす可能性が指摘されている（文献②）ことか
ら、ナンキンハゼの葉を採食したシカも同様の症状を引
き起こし、その結果シカはナンキンハゼに対して不嗜好
性を持つことになったものと思われる
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